
 

農業経営情報会計・複式簿記講習会 開催要領 

（平成３０年度 第８２回「京都大学 食と農のマネジメント・セミナー」第１クラス）  

 

短期集中講義形式による複式簿記の原理と実践 

－農業経営の改善を目指して－ 
 

主催 京都大学大学院農学研究科生物資源経済学専攻 
後援 農林水産省 

 一般社団法人 農業開発研修センター 
協賛 株式会社 昭和堂 

大原大学院大学・社会科学研究所  
 
 
１．趣旨 

近年、わが国の農業経営は著しく変貌し、その経営形態も伝統的な家族経営から法人経営や集落営農

にまで多様化してきています。そして、これらの農業経営は、昨今の国際的・国内的環境変化のなかで、

経営改善・強化の必要性に迫られてきております。こうした状況下で短期、長期の観点から合理的な経

営改善・強化を図って行くためには、複式簿記記帳をベースとした経営諸活動に関する記録とそれらに

基づいた分析・利用が不可欠であることはいうまでもありません。 

本講習会ではこのような農業経営をめぐる状況を重視し、農業経営の経営管理に不可欠なツールであ

る複式簿記の記帳方法と手続きを、その原理、理論的背景をも踏まえながら習得するとともに、農業簿

記・農業会計に特有な勘定や記帳方式、評価方法について基礎的知識を学ぶための講習を行うものです。 
さらに、農業経営の経営形態の多様化を踏まえ、家族農業経営、法人経営、集落営農組織の各々にお

いて簿記記帳を行う際の留意点や農業会計および農業部門における資金問題に関わる今日的な話題に

ついても触れる予定です。本講習会の特色は以下の三点にあります。 
第一に、本講習会では、複式簿記および農業簿記・会計に関する基礎的知識及び技術の理解、習得を

目的とした講義、実習を２日間で集中して行います。短い期間ではありますが、しかし、集中的な講義

と実践的な課題実習を併用することによって、複式簿記に関わる各種検定試験の初期準備段階として必

要十分な内容となっております。 

第二に、本講習会には、本学食料・環境経済学科の学生も参加します。将来をになう若い学生たちと

の交流、情報交換の場としての機能も本講習会は備えております。 
第三に、本講習会では受講者と講師陣とのネットワーク構築を心がけており、講習会終了後も参加者

間、参加者と講師陣の間で情報交換や各種相談の受付等を継続的に行う予定であります。 
なお、修了者には修了証書を発行します。 
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２．期日・場所    平成３１年２月６日（水）午前９時 ～２月７日（木）午後６時 
京都大学大学院農学研究科講義室 

 
３．研修対象     地方自治体・農協職員、農林水産省・農政局職員、団体・協会の職員、 

農業経営者、研究者、学生など 

 

４．受講定員     １５名 
 
５．受講料 ７,２００円 

受講料は、申込み後、受講者決定通知を送付しますので、通知書受け取り後、 
指定の銀行に振込んでください。一度納付された受講料は、欠席の場合など理 
由を問わず返還することができませんので、ご注意ください。 

 
６．申込方法 

a）申込期間 原則は平成３１年１月４日（金）から平成３１年１月３１日（木）まで 
（ただし、申込み期間に関わらず必要に応じてその前後で随時受付けます） 

b）申込手続 別紙申込書に必要事項を記入し、返信用封筒（長３規格、切手８２円貼付、 
返信先の住所・氏名記入）を同封のうえ申し込んでください。 

         （電話での申込みは受付けいたしません） 
         〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 
         京都大学大学院農学研究科生物資源経済学専攻 「公開講座」係 
         電話 075-753-6200 
c）申込の受理 受講者決定通知及び講習会案内を発送します。 
d) 講習料納入方法（銀行振込による） 

平成３１年１月４日（金）から平成３１年１月３１日（木）まで 
         振込先  三井住友銀行京都支店（銀行コード 0009 店番号 496） 
         口座名義 国立大学法人京都大学  
         口座   普通預金 
         口座番号 ８０８９３６３ 

＊振込手数料は自己負担です。備考欄には公開講座受講料と記入してください。 
＊京大の領収書は発行しません。銀行振込書が領収書に変わるものですから大切に保管してく

ださい。 
＊振込時の領収書（写）を、当方に郵送か FAX（075-753-6191）にて送付してください。 

 
７．その他 

講習会についてのお問い合わせは上記「公開講座係」宛にお願いします。 
申込用紙は京都大学ホームページからもダウンロードできます。http://www.kyoto-u.ac.jp 

 
 

http://www.kyoto-u.ac.jp/
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第１クラス 短期集中講義形式による複式簿記の原理と実践－農業経営の改善を目指して－ 

京大農学研究科 教授  小 田 滋 晃 

        准教授 伊 庭 治 彦  

 

近年、わが国の農業経営は著しく変貌し、その経営形態も伝統的な家族経営から法人経営や集落営農にま

で多様化してきている。そして、これらの農業経営は、昨今の国際的・国内的環境変化のなかで、経営改善・

強化の必要性に迫られている。こうした状況下で短期、長期の観点から合理的な経営改善・強化を図って行

くためには、複式簿記記帳をベースとした経営諸活動に関する記録とそれらに基づいた分析・利用が不可欠

であることはいうまでもない。 

本クラスではこのような農業経営をめぐる状況を重視し、以下に示すような複式簿記および農業簿記・会

計に関する基礎的知識及び技術の理解、習得を目的とした講義、実習を２日間で集中して行う。また、本ク

ラスは短期集中的な講義と実践的な課題実習の併用により、複式簿記に関わる各種検定試験の初期準備段階

としての位置付けも射程に入れている。 

 

複式簿記一般 

 複式簿記の歴史や生成・発展過程を概観することで、その記帳に関わる基礎原理を学ぶ。 

 複式簿記の計算単位である「勘定」の計算構造を複記入（ダブルエントリー）、および負値忌避という

観点から理解する。 

 複式簿記の記帳ルールを貸借のバランスという観点から理解する。 

 仕訳帳の意義と役割を「経営活動の歴史的記録」という観点も含めて理解する。 

 仕訳のルールと手順をその仕組みを踏まえた上で理解する。 

 仕訳帳から元帳への転記が持つ意味について理解する。 

 試算表の役割と記帳の正確性に関する検証機能について理解する。 

 決算に関わる振替仕訳の理論構造を学ぶ。 

 決算に関わる各種の決算整理について、その理論的な意味と手順を学ぶ。 

 精算表の意味とその作成手順、帳簿締切りと財務諸表の作成手順、次期への繰越手順について学び、

複式簿記を循環した流れとして理解する。 

 

農業簿記・会計 

 企業経営と比べた場合の農業経営の特殊性を簿記記帳・会計に関わらせて理解する。 

 農業簿記に特有な勘定や記帳方式、評価方法について基礎的知識を習得する。 

 家族農業経営と法人経営、集落営農組織各々における簿記・会計上の特徴について学ぶ。 

 農業経営をめぐる会計問題・資金問題に関わるトピックを知ることで、農業簿記・会計を習得するこ

との重要性を再確認する。 

 記帳結果の利用による経営改善計画の策定とその実践のあり方について、主要な経営分析・診断方法、

経営改善計画の策定等と関わらせて概説する。 
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農業経営情報会計・複式簿記講習会申込書 

－平成３０年度（第８２回）食と農のマネジメント・セミナー 第１クラス－ 
 

１）
（ ふ り が な ）

氏    名                          年齢     才 

２）住所（私宅） 〒 

 （電話   －    －    ） 

３）職 業 

４）勤 務 先  役職名 

５）勤務先住所 〒 

 （電話   －    －    ） 

 

 

 

上記のとおり申し込みます。 

平成   年   月   日 

 

京都大学大学院農学研究科生物資源経済学専攻 

専攻長  梅津 千恵子 殿 

 

 

氏 名               印 

 

 

個人情報につき、当公開講座目的以外には使用しません。                  


